
吉田町工事費内訳書取扱規程 

（平成２１年９月２５日） 

（規程第４号） 

 

 （趣旨） 

第１条 建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２０条の規定及び公共工事

の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成１２年法律第１２７号）

の趣旨を踏まえ、町が発注する工事及び業務（以下「工事等」という。）の入

札及び契約における不正行為の排除を徹底するとともに、入札参加者の積算

努力の促進を図るため、吉田町制限付き一般競争入札実施要領（平成１９年

吉田町要領第１５号。以下「制限付き要領」という。）第１７条及び吉田町抽

選型指名競争入札実施要領（平成１５年吉田町要領第７号。以下「抽選型要

領」という。）第１３条の２の規定に基づき入札参加者に提出を求める工事費

内訳書の取扱いに関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （対象工事等） 

第２条 工事費内訳書の提出を求める工事等（以下「対象工事等」という。）は、

制限付き要領第２条及び抽選型要領第５条に規定する工事等とする。 

 （入札参加者への周知） 

第３条 対象工事等である旨の入札参加者への周知は、当該対象工事等の入札

公告又は入札執行通知により行うものとする。 

 （内容及び様式） 

第４条 工事費内訳書の内容は、入札金額の内訳を表示したものとし、値引き、

減額の項目は設けないものとする。また、様式は、制限付き要領第１７条第

１項及び抽選型要領第１３条の２第１項に規定する様式とする。 

 （提出時期） 

第５条 工事費内訳書は、入札書と同時に提出するものとする。 

 （書換え等の禁止） 

第６条 入札参加者は、その提出した工事費内訳書の書換え、引換え又は撤回

をすることができない。 

 （確認事項） 

第７条 工事費内訳書は、次に掲げる事項を確認するものとする。 

⑴ 工事費内訳書の工事価格と入札書の入札金額との照合 

⑵ 工事費内訳の項目と金額の記入 

⑶ 工事名、住所、商号又は名称、代表者氏名及び代表者印の押印 

 （入札の無効） 

第８条 工事費内訳書の提出がない場合又は別表に掲げる事項に該当する場合

は、吉田町競争契約入札心得（平成９年吉田町規程第１号）第１２条第１２

号の規定に基づき当該入札参加者が行った入札を、無効とする。 

   附 則 



 この規程は、平成２１年９月２５日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成３０年５月１日から施行する。 



別表（第８条関係） 

区 分 内   容 例   示 

１ 記載すべ

き事項に誤

りがある場

合 

⑴ 住所、商号又は名称に誤りがあり、

入札書と同一性が判別できない場合 

・ 工事費内訳書（以下本表中「内訳書」

という。）の住所が入札書の住所と著

しく異なる場合 

・ 内訳書の商号が入札書の商号と著し

く異なる場合 

※ 住所、商号等に軽微な誤字、脱字が

ある場合は除く 

⑵ 工事名に誤りがあり、入札書と同

一性が判別できない場合 

・ 内訳書の工事名が入札書の工事名と

著しく異なる場合 

※ 工事名に軽微な誤字、脱字がある場

合は除く 

⑶ 内訳書の工事価格が入札金額と異

なる場合 

・ 内訳書の工事価格が入札金額と異な

る場合 

⑷ 内訳書の各内訳金額に誤り等があ

り、内訳書の合計金額と一致しない

場合 

・ 内訳書の中に計算間違いがある場合 

・ 工事原価と一般管理費等の計が工事

価格と一致しない場合 

※ 合計の不一致が軽微な端数処理程

度の場合は除く 

⑸ 内訳書の項目に値引き又は減額等

の項目があり一括値引き又は減額し

ている場合 

・ 提出された内訳書の項目に値引き又

は減額等の項目があり一括して値引

き又は減額している場合 

２ 未提出で

あると認め

られる場合 

⑴ 内訳書の重要な項目（商号又は名

称、工事名、内訳項目及び金額等）

の全部又は一部の記載がなく、入札

書と同一性が判別できない場合 

・ 商号又は名称の全部又は一部の記載

がないことにより、入札書と同一性が

判断できない場合  

・ 工事名の全部又は一部の記載がない

ことにより、入札書と同一性が判断で

きない場合 

・ 内訳項目や金額等の全部又は一部の

記載がないことにより、入札書と同一

性が判断できない場合 

⑵ 内訳書とは無関係な書類である場

合 

・ 提出された書類が内訳書以外の書類

等の場合 

⑶ 他の工事の内訳書である場合 ・ 提出された内訳書が別工事（他市町

発注の工事等）の場合 

⑷ 白紙である場合 ・ 提出された書類が白紙の場合 

⑸ 要領及び入札公告で指定する内訳

書と異なる場合や入札参加者の独自

様式である場合 

・ 要領及び入札公告で指定する内訳書

が示す記載事項がない場合 

・ 入札参加者の独自様式である場合 

⑹ 内訳書の全部又は一部が提出され

ていない場合 

・ 内訳書が全く提出されていない場合 

・ 内訳書の一部分が欠落している場合 

・ 内訳書が数枚にわたる場合等で全て

が提出されない場合 

⑺ 内訳書に押印が欠けている場合 ・ 提出された内訳書に入札参加者の押

印が欠けている場合 

⑻ 内訳書が特定できない場合 ・ 複数の内訳書の提出があり、特定で

きない場合 

 


